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コロナ禍・それぞれの選択
　～地域活動団体アンケートから～

特　集●

●わたしの世田谷

成城学園前「カフェギャラリー　
クオバディス」のギャラリーの企
画をしています。どうぞあそびに
いらしてくださいね。

イラストレーション●平岡淳子　詩人
詩を書いたり、水彩画を描いたり、
お散歩したり、写真を撮ったり
毎日たのしく暮らしています。

https://www.otagaisama.or.jp/

まちの市民力 ! ●   雑居まつり実行委員会

キラリ世田谷人 ●   高田　敏江さん
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●特集

　新型コロナウイルスによる緊急事態宣言から早半年。
地域で行われている活動もさまざまな影響を受けまし
た。NPO・市民活動相談の窓口に寄せられる相談も増
えています。
　そこで、今回は各団体がどのような工夫をして、「い
まできること」に取り組んできたのか、本誌セボネの
取材でお世話になった団体にアンケートを行いまし
た。それぞれに悩みながら、今は活動を控える団体、
新たな形を模索する団体、各々の様子がうかがえまし
た。活動のヒントをお届けできたらと思います。

コロナ禍・それぞれの選択
　～地域活動団体アンケートから～

●活動場所として使っていた会場が
使用できなくなり、数カ月にわたっ
て活動を休止せざるをえなくなった。

●活動場所がないため、会員間のコ
ミュニケーションが取りづらくなり、
活動への意欲消失が懸念された。

●コミュニティカフェの休業、利用
者（特に子育て層）の激減、イベン
トの休止やスタッフの安全確保、衛
生対策への支出増など。

●高齢者がコロナに感染すると重症
化すると言われているので、（子ども
食堂の）スタッフが現在は半分になっ
てしまった。

●すべてのイベントが中止になった。
直接顔を合わせることを大事に考え
活動してきたので、集う機会がなく
なったことは痛手です。せっかくつ
ながったボランティアさんとも切れ
てしまいました。

① ： コロナによってどんな影響をうけ、
どんなことに困りましたか？

●活動が対面式とオンラインに分かれ
てしまうので、団体としての一体感を
どうとったらよいかを心配しています。

●感染に関しては個々の意識の違いが
あるので、話し合いが大事だと思いま
す。

●助成金以外の資金の確保。人の確保。

●人数をわけて１日に２回行うため
に会場を２コマ確保することが必要
で、抽選に漏れると他を探さなくて
はならない。広い場所が借りられれ
ば新規募集をしたいが、他団体はど
のようにしているのでしょうか？

●参加者の数を減らしているため、
運営資金を集めるのに苦労していま
す。他団体の解決策を知りたいです。

② ： 活動するうえで悩んでいること
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●休止中に「せたがやくらぶだより」
を作り、季節の歌や自宅でできる健康
のための体操、季節の話題などを掲載
して郵送しました。

●施設入居している高齢のご家族と連
絡が取れず不安を抱えた方のケースで
は、高齢者に馴染みのある「文通」を
お勧めしました。家族の写真やお孫さ
んの描いた絵などの送付も入居されて
いる方の励みになったようです。

●赤ちゃんや幼児向けのリトミック
を、定員を設け２部制にして感染予防
を徹底させて再開しています。それ以
外の会合はほとんどがオンラインにな
りました。

●安全を守りながら、できることを丁
寧に少しずつ、一歩ずつできることを
増やしていきました。６月から参加者
を少人数に絞ったイベントにオンライ
ン参加を組み合わせるなどして開始し
ました。

●「子ども食堂」として
会食はできませんでしたが、
お弁当、食材の配食を
しています。

●コロナに負けずに、８月に講演会を
開催しました。区のガイドラインに加
え、動線等も見直し、検温の方法、体
温計の種類、アルコール消毒液のアル
コールの度数、机の拭き方、講師の前
にビニールの飛沫シートを設置するな
ど対策を徹底しました。

●開催予定だった「実家のお宝放出フ
リーマーケット」は、オンラインでの
アンティーク食器オークションに変更
して実施しました。
その後はコミュニティカフェに無人の
常設リサイクルコーナーを設置して対
応。実物を確かめられるよう透明な仕
切り越しの棚に陳列。引き取り希望の
方はスタッフに申し出る非接触スタイ
ルとしています。

● Zoom 会議と、Zoom でのオンラ
イン講習をしました。

●オンラインツールの活用や分散型
のイベントを 9 月に立ち上げました。

③ ： コロナ禍で工夫して取り組んだこと

■参考情報：「ボランティア保険」活動中に新型コロナウイルスに
罹患した場合、通院費・入院費などが補償の対象となります。
東京福祉企画　http://www.tokyo-fk.com/volunteer/volunteer.html
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●活動開始後に、「待っていました！」
とのお声掛けをいただきました。

●「どこも出かけられなくて鬱になっ
た」「お手紙をいただきうれしかった」

「家にいて誰とも話をしないと声が出
にくくなる」「家族が出かけるのを嫌
がり、止められている」など。
再開して参加者同士が久しぶりに会
い、おしゃべりに花が咲いていました。

●学校休校中にお弁当を配食した際、
ひとり親の方が「人と会えて嬉しい」
と涙を浮かべてお弁当を受け取って
いた。
学校給食を楽しみにしていた子が手作
りお弁当を食べて、すぐ戻ってきて「今
までで一番美味しかった」と言って、
帰って行った。

●（障害のある）子どもがマスク着用
を嫌がったりソーシャルディスタンス
の取り方が難しかったり等、障害特性
ゆえの困りごとの声がある。
また実際に新型コロナにかかったらど
うなるのかという不安の声が根強い。

●このような状況下でもダウン症の赤
ちゃんは生まれます。しかし親御さん
は動きにくく、会としてもお会いしま
しょうと言い出し難く…。

●高齢者施設では外部からの訪問が制
限され、外出やイベントの機会も減っ
た。いつもの生活パターンが維持できな
くなり、生活の質が低下。特に認知症の
方の症状の進行は顕著で、家族の顔を
すっかり忘れてしまった、感情の起伏が
激しくなった、歩行がおぼつかなくなっ
たなどの報告をご家族から受けた。

●場所の確保ができ次第、今まで通
りの活動をしていきたいと思います。

●オンラインサークルと並行して、
10 月から対面式の活動を再開する予
定です。コロナの受け止め方は人に
よって異なり、多様なチャンネルを
用意したいと思います。

●今ある安全に配慮した運営をしっ
かりと続けながら、地に足をつけた
場づくりを続けていきたいと思って
います。

●色々なものが緩和されましたがコ
ロナを取り巻く状況は改善されてお
らず、今年度はこの体制で行くこと
になるでしょう。

●新しい生活様式に沿って、十分な距
離を確保できる定員で、会場の換気や
衛生管理などにも留意して、対面なら
ではの本音が語れる勉強会を実施し
ていくつもりです。
また、会場参加を控えたい方のため
にオンライン配信勉強会の開催を検
討中です。

●オンラインで配信できるように障害
の理解啓発のための短い映像（動画）
をいくつか作成したいと思っている。

●基本のコミュニケーションは
オンラインを軸として
据えつつも、リアルとの
融合を図っていきたいと
思います。

④ ：各団体が受けとめた地域の声 ・つぶやき

⑤ ：今後やろうと思っていること

■参考情報：「新型コロナウイルス関連の NPO・ボランティア等関係情報」
　助成情報など随時更新されています。
　東京ボランティア・市民活動センター　https://www.tvac.or.jp/
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※詳しくは「Zoom」「オンライン会議」で検索

オンライン会議に必要なもの

＊パソコン（タブレットやスマホでも参

　加可能。カメラが付いてないパソコン

　の場合は、別途ウェブカメラが必要）

＊ Wi-Fi 環境（インターネット環境）

　動画視聴と同じくらいの通信容量が必

　要。スマホの容量制限がある方はご注意！

＊まわりの環境によってはイヤホンや　

　ヘッドセットがあると、より快適です。

オンライン会議ツールにはいろいろありますが、よく使われている「Zoom（ズーム）」
をご紹介します。パソコンやスマホなどの機器があれば、いつでもどこでもウェブ上
で会議ができます。「聞いたことはあるけど使ったことがない」「試しにやってみたい
と思っている」、地域活動をする方のための参考になればと思い、お伝えします。

オンラインに挑戦したい方のために

　費用はかかるの？

＊ Zoom の場合、誰でも無料版を使う

　ことができます。１回 40 分の時間制

　限がありますが、インターネット接続

　以外の費用はかかりません。

　（有料版は時間無制限で使用できます）

＊ Zoom のほかに、LINE（ライン）の

　ビデオ通話機能でも画面越しで顔を見

　ながら話ができます。

オンライン会議って何ができるの？

＊離れた場所にいる人とも、画面上で顔

　をみながら話をすることができます。

＊同じ資料（データ）を画面で共有する

　ことができます。

＊「チャット」を使って文字を書き込み、

　リアルタイムで共有できます。

　こんな機能が便利！

＊ Zoom の「ブレイクアウトルーム」と

　いう機能を使うと、小部屋（セッショ

　ン）に分かれて

　グループごとに

　話ができます。

　

新
た
な
ツ
ー
ル
の
活
用

　

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
団
体
も
多

く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
様
々
な
発
見

や
気
づ
き
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

●
「
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ク
ル
に
参
加
す

る
方
の
中
に
は
、
乳
児
を
抱
え
て
い
て

外
出
し
に
く
い
方
、
持
病
が
あ
る
た
め

オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
ば
感
染
の
危
険
が
な

い
と
い
う
方
、
母
国
に
帰
っ
た
ま
ま
日

本
に
戻
っ
て
来
ら
れ
な
い
方
な
ど
が
い

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
さ
ま
ざ

ま
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
は
意
外
で
し

た
」

●
「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
す
る
の
が
難

し
い
方
に
は
丁
寧
に
個
別
サ
ポ
ー
ト
を

し
ま
し
た
。
新
た
な
手
段
を
得
た
こ
と

で
、そ
の
人
の
世
界
が
広
が
り
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
が
苦
手
な
方
の
た
め
に
、

今
後
も
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」

　

新
た
な
ツ
ー
ル
を
上
手
に
活
用
し
つ

つ
、
直
接
顔
を
合
わ
せ
て
話
せ
る
こ
と

も
今
ま
で
以
上
に
大
切
に
感
じ
て
い
ま

す
。　
（
ま
と
め
／
事
務
局　

宮
崎
）
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「
雑ざ

っ
き
ょ居
ま
つ
り
」
と
は
毎
年
秋
に
羽

根
木
公
園
で
開
催
さ
れ
る
草
の
根
の
お

祭
り
で
す
。「
地
域
の
問
題
は
地
域
住

民
の
手
で
」
を
合
言
葉
に
、
多
様
な
地

域
課
題
を
取
り
上
げ
て
活
動
し
て
い
る

団
体
・
個
人
の
自
発
的
参
加
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
７
６
年
に

始
ま
り
、
今
年
で
45
回
目
の
予
定
で
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
実
行

委
員
会
事
務
局
の
橘
さ
ん
と
野
澤
さ
ん

に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
実
行
委
員
会
が
開
け
な

か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
な
り
、

５
月
に
は
中
止
を
決
定
し
ま
し
た
。
雑

居
ま
つ
り
は
市
民
運
動
の
ひ
と
つ
の
形

で
あ
り
、
当
日
の
お
祭
り
に
至
る
ま
で

の
実
行
委
員
会
で
の
話
し
合
い
の
プ
ロ

セ
ス
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。「
や
ろ

う
と
思
え
ば
で
き
た
け
ど
、
話
し
合
い

が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
開
催
す
る
意

味
が
な
い
」
と
二
人
は
言
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
代
わ
り
に
「
記
念
誌
」

を
発
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
の

雑
居
ま
つ
り
が
で
き
る
ま
で
の
過
去
の

様
々
な
経
緯
を
知
っ
て
い
る
人
が
ほ
と

ん
ど
い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
45
回
と
い
う
節
目
に
、

こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
き
た
人
た
ち
に
話

を
聞
き
、
後
の
人
た
ち
に
伝
え
た
い
こ

と
、
そ
し
て
今
の
参
加
団
体
が
考
え
て

い
る
こ
と
も
合
わ
せ
て
ま
と
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
参
加
団
体
・
個
人
に
呼

雑居まつり
実行委員会

　取材・市川　徹

■雑居まつりホームページ
　http://www.zakkyo.jp/

び
か
け
た
と
こ
ろ
、
約
80
団
体
・
個
人

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

「
い
ろ
い
ろ
人
が
集
ま
っ
て
自
由
に
ワ

イ
ワ
イ
楽
し
ん
で
い
る
雰
囲
気
が
大
好

き
」「
今
年
も
会
え
た
ね
、
と
言
い
合

え
る
こ
と
が
生
き
る
力
に
な
っ
て
い

る
」「
障
が
い
の
あ
る
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、会
話
は『
声

以
外
の
方
法
も
あ
る
』
と
知
っ
て
も
ら

え
る
場
に
な
っ
て
い
る
」「
プ
レ
ー
パ
ー

ク
の
山
車
や
羽
根
ロ
ッ
ク
を
毎
年
楽
し

み
に
し
て
く
れ
て
い
る
方
が
い
て
、
地

域
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
」

　

来
年
は
こ
れ
ま
で
通
り
に
開
催
し
よ

う
と
お
二
人
は
考
え
て
い
ま
す
。１
年
、

間
が
空
く
こ
と
に
よ
り
、
良
く
も
悪
く

も
慣
習
的
に
な
っ
て
き
た
プ
ロ
セ
ス
を

見
直
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
そ
う
で

す
。
一
般
の
お
祭
り
と
は
違
う
雑
居
ま

つ
り
の
理
念
や
話
し
合
い
の
プ
ロ
セ
ス

な
ど
、
こ
れ
ま
で
大
切
に
し
て
き
た
と

こ
ろ
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
参
加
団
体
が

当
事
者
意
識
を
持
っ
て
新
し
さ
を
出
し

て
い
け
る
か
。
ぜ
ひ
来
年
は
盛
大
に
開

催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

地域の問題は地域住民の手で
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ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
を
多
く
の
人

に
伝
え
た
い
と
、
高
田
敏
江
さ
ん
を
は

じ
め
、
18
人
の
女
優
た
ち
が
原
爆
朗
読

劇
『
夏
の
雲
は
忘
れ
な
い
』
を
全
国
で

公
演
す
る
「
平
和
活
動
」
に
つ
い
て
、

以
前
本
誌
で
紹
介
し
ま
し
た
。
80
歳
を

超
え
た
女
優
た
ち
が
交
渉
か
ら
チ
ケ
ッ

ト
売
り
ま
で
す
べ
て
を
や
る
「
営
業
活

動
」
も
限
界
に
達
し
、会
は
昨
年
解
散
。

解
散
前
に
多
く
の
オ
フ
ァ
ー
が
全
国
か

ら
あ
り
、
収
益
を
寄
附
す
る
た
め
に
長

崎
市
長
に
会
っ
た
際
に
、
長
崎
で
や
っ

て
ほ
し
か
っ
た
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
ま
さ
か
実
現
す
る
と
は
思
っ
て
い

な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
新
し
い
台
本
で

は
長
崎
の
場
面
を
多
く
し
、
子
ど
も
た

ち
を
メ
イ
ン
に
し
た
ら
、
若
い
人
に
語

子
さ
ん
（
平
均
年
齢
84
歳
！
）
と
と
も

に
、
長
崎
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

本
番
は
８
月
30
日
、
長
崎
原
爆
資
料

館
で
す
。
稽
古
も
東
京
で
一
回
、
現
地

で
子
ど
も
た
ち
と
一
回
の
み
。
朗
読
を

共
に
す
る
子
ど
も
た
ち
を
公
募
。
７
人

が
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
、
全
員
合

格
に
し
た
の
は
み
ん
な
が
語
り
継
い
で

ほ
し
い
と
願
っ
た
か
ら
で
す
。「『
水
！

水
！
』
と
弟
が
訴
え
る
場
面
が
あ
る
の

で
す
が
、
欲
し
い
の
は
た
だ
の
水
じ
ゃ

な
い
。
想
像
し
て
み
て
、
と
指
導
す
る

と
、
気
持
ち
が
こ
も
り
、
違
っ
て
く
る

ん
で
す
」。朗
読
の
経
験
を
通
じ
て
、「
自

分
た
ち
が
受
け
継
い
で
伝
え
て
い
か
な

く
て
は
」と
言
う
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

「
子
ど
も
た
ち
が
本
当
に
よ
か
っ
た
ん

で
す
よ
。
地
元
の
子
が
訛
り
で
し
ゃ
べ

る
の
は
胸
に
響
き
ま
す
。
涙
が
出
て
く

る
の
に
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
し
て

い
る
か
ら
拭
け
な
い
の
」と
敏
江
さ
ん
。

　

今
回
の
公
演
に
は
長
崎
の
被
爆
体
験

を
綴
っ
た
詩
が
加
わ
り
ま
し
た
。
当
時

17
歳
、
原
爆
で
家
族
全
員
を
失
い
、
女

子
挺
身
隊
で
働
い
て
い
た
山
口
カ
ズ
子

さ
ん
の
『
無
題
』
で
す
。

『
人
は
忘
れ
や
す
く
弱
い
も
の
だ
か
ら
、

あ
や
ま
ち
を
繰
り
返
す
。
だ
け
ど
…
、

こ
の
こ
と
だ
け
は
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
こ
の
こ
と
だ
け
は
繰
り
返
し
て
は

な
ら
な
い
。
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も

…
』
と
訴
え
る
詩
を
、「
ズ
シ
ー
ン
と

胸
に
響
き
ま
し
た
。
神
戸
、
福
島
…
大

変
な
思
い
を
し
て
故
郷
を
失
っ
た
人
た

ち
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
大

丈
夫
、
な
ん
て
言
っ
て
ほ
し
く
な
い
で

す
よ
」と
敏
江
さ
ん
は
受
け
止
め
ま
す
。

二
泊
三
日
の
「
疲
れ
切
っ
た
」
旅
で
し

た
が
、「
行
っ
て
、
よ
か
っ
た
！
」
こ

れ
か
ら
は
、
若
い
人
た
ち
と
組
ん
で
、

次
の
世
代
に
バ
ト
ン
を
つ
な
げ
た
い
と

願
い
ま
す
。

世田谷を中心に活躍する
キラリと光る素敵な方がたを

ご紹介します
取材●星野 弥生

　たかだ　　としえ
　高田　敏江さん　

り
継
い
で
い
く
た
め

の
試
金
石
に
な
る
の

で
は
」。
そ
う
思
っ

て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も

か
か
わ
ら
ず
「
今
行

か
な
け
れ
ば
後
は
な

い
」
と
、
渡
辺
美
佐

子
さ
ん
、
長
内
美
那

お話をうかがった



京王線沿線
小田急線沿線

世田谷線沿線
東急線沿線

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
求
む

　
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
学

習
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
勉

強
へ
の
気
持
ち
や
、
学
ぶ
ポ
イ
ン
ト
な

ど
、
本
人
の
ペ
ー
ス
や
特
徴
を
尊
重
し

て
や
っ
て
い
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

　
ン
タ
ー　
担
当　
高
居
・
青
木

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
５
７
１
２
‐
５
１
０
１

　

takai@
otagaisam

a.or.jp

　

世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で
は
、

「
発
達
障
が
い
や
学
習
障
が
い
の
傾
向

が
あ
っ
た
り
、不
登
校
の
経
験
が
あ
り
、

学
習
の
理
解
の
面
で
苦
労
を
し
て
い

る
」「
勉
強
に
向
き
合
う
こ
と
が
苦
手
。

学
校
の
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
」
な

ど
の
相
談
を
受
け
、
小
学
生
～
高
校
生

の
個
別
の
学
習
支
援
に
取
り
組
む
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
お
探
し
し
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。

ご
相
談
く
だ
さ
い

上記掲載記事は 10 月 22 日時点の情報です。
変更となる場合がありますので、詳細は問合せ先へご確認ください。

の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
は
、
お
電

話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
電
話
で
お
話
し
し
な
が
ら
、
ど
ん
な

こ
と
が
で
き
そ
う
か
、
ど
ん
な
解
決
方

法
が
あ
り
そ
う
か
、一
緒
に
考
え
ま
す
。

●
問
合
せ
／
世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

　
ン
タ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
５
７
１
２
‐
５
１
０
１　

　

世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
必
要
と
し
て
い

る
方
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
つ
な
ぎ

す
る
橋
渡
し
を
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響

で
、
人
と
会
っ
た
り
、
集
ま
っ
た
り
す

る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
た
り
、
ど

こ
に
連
絡
し
た
ら
問
題
を
解
決
で
き
る

個
別
の
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
し
て
い
る
方
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
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●
場
所
／
玉
川
福
祉
作
業
所

　
（
世
田
谷
区
玉
川
１
‐
７
‐
２
）

●
交
通
／
二
子
玉
川
駅
徒
歩
５
分

●
条
件
／
布
（
綿
１
０
０
％
の
も
の
。

　
洋
服
の
ま
ま
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
Ｔ
シ

　
ャ
ツ
や
ス
ウ
ェ
ッ
ト
な
ど
伸
び
縮
み

　
す
る
も
の
は
使
え
ま
せ
ん
）

●
持
ち
込
み
方
法
／
事
前
に
電
話
連
絡

　
の
上
、
直
接
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
玉
川
福
祉
作
業
所　

　
担
当　
橋
本

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
３
７
０
７
‐
０
４
９
８

　
玉
川
福
祉
作
業
所
は
知
的
に
障
害
の

あ
る
方
の
就
労
通
所
施
設
で
す
。
自
主

生
産
品
と
し
て
裂
き
織
り
の
マ
ッ
ト
・

コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
を
つ
く
っ
て
い
ま
す

が
、
現
在
、
材
料
と
な
る
布
が
不
足
し

て
い
ま
す
。
綿
１
０
０
％
の
平
織
の
さ

け
や
す
い
布
地
や
浴
衣
地
な
ど
を
集
め

て
い
ま
す
。
多
彩
な
明
る
い
色
を
希
望

し
て
い
ま
す
。ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
月
曜
か
ら
金
曜
、
10
時
～
17
時
の
間

個
別
の
学
習
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

綿
の
布
を
集
め
て
い
ま
す

点
字
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ
さ
る
方
募
集

●
日
時
／
土
曜
ま
た
は
日
曜
日
。

　
10
～
11
時
、
ま
た
は
14
～
17
時
の
う

　
ち
1
時
間
程
度
。
月
1
回
か
ら

●
場
所
／
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
内

●
交
通
／
祖
師
ヶ
谷
大
蔵
駅
徒
歩
10
分

●
条
件
／
交
通
費
要
相
談

●
問
合
せ
／
梅
丘
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ

　
ー
ロ
ー　
担
当　
石
川

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
３
４
２
０
‐
２
５
２
０

　

um
ebora@

otagaisam
a.or.jp

　
砧
地
域
に
お
住
ま
い
で
目
の
不
自
由

な
50
代
男
性
が
、
点
字
で
文
章
を
書
く

練
習
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
方
を
探
し
て

い
ま
す
。
練
習
に
使
う
短
い
文
章
（
新

聞
記
事
や
俳
句
な
ど
）
を
本
人
へ
お
伝

え
し
、
点
字
を
打
っ
た
後
に
一
緒
に
答

え
合
わ
せ
を
す
る
、
１
時
間
程
度
の
活

動
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
点
字

の
知
識
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
男
性
の

ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り
と
待
つ

こ
と
の
で
き
る
方
、
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。



「セボネ」は皆様の声を集めて制作しています。ボランティア募集、イベン
トなど情報をお寄せください。ホームページから情報を投稿できます。

有
償
ス
タ
ッ
フ
募
集
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「か
が
や
く
目
」
の
活
動
を

        

引
き
つ
い
で
く
だ
さ
る
方
を
探
し
て
い
ま
す

て
き
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
関
係

を
引
き
つ
い
で
、
引
き
続
き
地
域
で
活

動
を
続
け
て
く
れ
る
人
（
グ
ル
ー
プ
）

を
探
し
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
／
か
が
や
く
目

　
担
当　
田
中

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
３
４
２
９
‐
４
８
８
４

　

tanakay@
star.ocn.ne.jp

　

http://kagayakum
e.web.fc2.com

/

　
２
０
０
０
年
10
月
に
、
区
立
桜
丘
中

学
校
の
同
窓
会
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に

な
り
、
昆
虫
採
取
な
ど
の
自
然
体
験
、

ベ
ー
ゴ
マ
な
ど
の
昔
遊
び
体
験
を
経
堂

エ
リ
ア
の
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
長
く

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
小
学
校
へ
の
出

前
授
業
、
地
域
の
祭
り
へ
の
出
店
、
公

園
で
の
花
壇
づ
く
り
な
ど
を
事
業
と
し

て
き
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
に
よ
り
、
人
数

の
減
少
な
ど
、
活
動
の
継
続
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。地
域
と
の
関
係
、

機
材
な
ど
、
長
年
の
活
動
で
積
み
重
ね

●
交
通
／
世
田
谷
代
田
駅
す
ぐ

●
条
件
／
年
会
費
１
０
０
０
円

●
問
合
せ
／
Ｊ
Ｃ
Ａ
千
歳
船
橋 

　
木
曜
昼
教
室　
担
当　
前
田

　
０
９
０
‐
７
７
６
２
‐
２
１
５
０

　

hadeam
@

jcom
.hom

e.ne.jp

　
「
Ｊ
Ｃ
Ａ
千
歳
船
橋
」
木
曜
昼
教
室

で
は
、
世
田
谷
在
住
の
外
国
人
と
日
本

語
学
習
を
一
緒
に
で
き
る
会
員
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
年

齢
・
性
別
、
日
本
語
の
指
導
経
験
の
有

無
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
日
時
／
毎
週
木
曜
日
14
時
～
15
時
半

●
場
所
／
代
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー

　
ロ
ー
（
2
階
会
議
室
）

日
本
語
を
教
え
て
下
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

き
ま
す
の
で
、
有
資
格
者
の
方
に
お
願

い
し
ま
す
。

●
日
時
／
毎
週
月
曜
日
の
18
～
20
時

●
場
所
／
自
宅
（
世
田
谷
区
野
沢
）

●
交
通
／
三
軒
茶
屋
駅
徒
歩
20
分

●
条
件
／
男
女
不
問

●
問
合
せ
／
黒
田
（
本
人
）

　

kuro-chan.0203@
ezw

eb.ne.jp

　

　
私
は
現
在
43
歳
（
男
性
）
で
す
。
25

年
前
に
交
通
事
故
に
遭
い
、
高
次
脳
機

能
障
害
が
あ
り
、
身
体
と
言
語
に
麻
痺

が
あ
り
ま
す
。
毎
週
月
曜
日
の
18
～
20

時
に
食
事
と
着
替
え
の
介
助
を
お
願
い

し
た
い
で
す
。
話
す
こ
と
が
む
ず
か
し

い
で
す
が
、
タ
イ
ピ
ン
グ
と
ボ
イ
ス
チ

ェ
ン
ジ
ャ
ー
で
会
話
が
で
き
ま
す
。
ヘ

ル
パ
ー
事
業
所
と
契
約
を
し
て
い
た
だ

身
体
に
麻
痺
が
あ
る

　
　

男
性
の
介
助
を
し
て
下
さ
る
ヘ
ル
パ
ー
を
探
し
て
ま
す

●
場
所
／
多
聞
小
学
校

●
交
通
／
三
軒
茶
屋
駅
ま
た
は
池
の
上

　
駅
徒
歩
15
分

●
条
件
／
高
校
生
不
可
。
謝
礼
あ
り

　
（
1
時
間
１
１
７
０
円
）。
交
通
費

　
別
途
支
給
（
上
限
１
０
０
０
円
）

●
問
合
せ
／
世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

　
ン
タ
ー　
担
当　
高
居

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
５
７
１
２
‐
５
１
０
１

　

takai@
otagaisam

a.or.jp

　
多
聞
小
学
校
に
通
う
児
童
が
、
勉
強

や
学
校
は
好
き
で
す
が
、
集
団
の
活
動

が
苦
手
で
、
一
緒
に
そ
ば
で
過
ご
し
て

く
れ
る
方
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
授

業
に
参
加
で
き
な
い
と
き
は
、
優
し
く

声
掛
け
を
し
て
寄
り
添
っ
て
も
ら
え
る

と
、
気
持
ち
の
整
理
を
し
て
教
室
に
戻

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
明
る
く
て
、
大

人
と
の
か
か
わ
り
が
好
き
な
お
子
さ
ん

で
す
。詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
月
～
金
曜
の
8
時
半
か
ら

　
15
時
半
ま
で
の
３
～
７
時
間
。

　
週
１
回
か
ら
可

多
聞
小
学
校
で
児
童
の
見
守
り
を
し
て
く
だ
さ
る
方
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京王線沿線
小田急線沿線

世田谷線沿線
東急線沿線

講
座
・
そ
の
他
・
募
集

せ
た
が
や
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン　

オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
講
座

　
こ
の
講
座
は 「
せ
た
が
や
チ
ャ
イ
ル

ド
ラ
イ
ン
第
25
期
受
け
手
養
成
講
座
」

の
一
部
で
す
が
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。

　

11
月
は
思
春
期
の
性
や
、
い
じ
め
、

不
登
校
が
テ
ー
マ
で
す
。
な
か
な
か
聞

く
こ
と
が
で
き
な
い
テ
ー
マ
で
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。（
要
事
前
申
込
）

●
日
時
・
テ
ー
マ
・
講
師
／

①
11
月
7
日
（
土
）
15
時
～
17
時

　
講
義
「
思
春
期
の
性
・
男
子
の
性
」

　
性
の
こ
と
、
話
せ
ま
す
か
？　

　
村
瀬
幸
浩
氏
（
元
一
橋
大
学
講
師
／

　
『
人
間
と
性
』教
育
研
究
協
議
会
幹
事
）

②
11
月
21
日
（
土
）
15
時
～
17
時

　
講
義
「
い
じ
め
と
不
登
校
～
経
験
者

　
の
立
場
か
ら
」

　
須
永
祐
慈
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ト
ッ

　
プ
い
じ
め
！
ナ
ビ
副
代
表
理
事
）

●
開
催
方
法
／
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
ツ
ー
ル　

　
「z

ズ
ー
ム

oom

」
を
使
用
し
て
実
施

●
参
加
費
／
1
講
座
２
０
０
０
円

●
申
込
み
／
メ
ー
ル
で
申
込
み

●
問
合
せ
／
せ
た
が
や
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ

　
イ
ン
事
務
局

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
５
７
１
２
‐
５
１
０
１

　

childline@
otagaisam

a.or.jp

　

https://w
w

w
.otagaisam

a.or.jp/

梅
丘
失
語
症
カ
フ
ェ

　
　
　
　

「世
田
谷
区
の
失
語
症
自
主
グ
ル
ー
プ
」

　
世
田
谷
区
は
全
国
で
も
珍
し
い
ほ
ど

多
く
の
失
語
症
の
グ
ル
ー
プ
が
多
彩
な

活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ

が
生
ま
れ
た
経
緯
や
活
動
の
内
容
、
こ

の
コ
ロ
ナ
状
況
下
に
お
い
て
、
悩
み
な

が
ら
活
動
を
継
続
す
る
グ
ル
ー
プ
の
試

み
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
日
時
／
11
月
21
日
（
土
）
13
時
半
～

　
16
時
半

●
場
所
／
梅
丘
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー

　
ロ
ー

●
交
通
／
梅
ヶ
丘
駅
徒
歩
7
分

●
定
員
／
12
名
（
事
前
申
し
込
み
）

●
参
加
費
／
３
０
０
円
（
資
料
代
）

●
問
合
せ
／
梅
丘
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ

　
ー
ロ
ー　
担
当　
横
井

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
３
４
２
０
‐
２
５
２
０

　

um
ebora@

otagaisam
a.or.jp

　

寒
く
な
っ
て
く
る
こ
れ
か
ら
の
季

節
、
家
に
こ
も
り
が
ち
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ゆ

る
く
体
を
動
か
し
て
、
体
も
頭
も
元
気

に
し
ま
せ
ん
か
？　
体
操
を
教
え
て
く

だ
さ
る
方
を
お
呼
び
し
て
、
椅
子
に
座

っ
て
の
体
操
、
椅
子
を
使
っ
て
の
体
操

を
し
ま
す
。
※
事
前
申
込
制
。

●
日
時
／
11
月
21
日
（
土
）
13
時
～
16
時

　
1
回
目　
13
時
半
～
14
時

　
2
回
目　
14
時
15
分
～
14
時
45
分

　
3
回
目　
15
時
～
15
時
半

●
場
所
／
代
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー

　
ロ
ー　
2
階
（
階
段
の
み
）

●
交
通
／
世
田
谷
代
田
駅
す
ぐ

●
参
加
費
／
１
０
０
円

●
定
員
／
10
名

●
条
件
／
マ
ス
ク
・
靴
下
着
用

●
申
込
み
／
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
。

　
メ
ー
ル
の
場
合
、
件
名
に
「
ゆ
る
ゆ

　
る
体
操
参
加
」
と
し
、
何
回
目
に
参

　
加
す
る
か
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

　
号
を
明
記
し
て
下
さ
い
。

●
問
合
せ
／
代
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ

　
ー
ロ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
３
４
１
９
‐
４
５
４
５

　

daitabora@
otagaisam

a.or.jp

代
田
ビ
ュ
ー
ロ
ー
ご
近
所
カ
フ
ェ 

　
　
　
　
　

「ゆ
る
ゆ
る
体
操
」
参
加
者
募
集

50
歳
か
ら
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　

～
こ
れ
か
ら
何
す
る
♬
～

（
全
３
回
）

　
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
考
え
た
時
に
や

り
た
い
こ
と
や
、
や
り
た
か
っ
た
こ
と

を
、
50
代
を
分
岐
点
に
過
去
の
自
分
を

見
つ
め
、
未
来
の
自
分
に
つ
い
て
一
度

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
楽
し
く
5
年
後

の
未
来
に
つ
い
て
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
ま

し
ょ
う
。
※
先
着
、
事
前
申
込
制
。

●
日
時
／
12
月
11
日
・
1
月
22
日
・

　
2
月
19
日
（
金
）
19
時
半
～
20
時
半

●
場
所
／
世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

　
タ
ー

●
交
通
／
三
軒
茶
屋
駅
徒
歩
8
分

●
参
加
費
／
無
料

●
定
員
／
５
名

●
条
件
／
マ
ス
ク
着
用

●
申
込
み
／
メ
ー
ル
の
場
合
、
件
名
に

　
「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
参
加
」
と
し
、

　
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
。

●
問
合
せ
／
世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

　
ン
タ
ー　
担
当　
青
木
・
大
垣
内

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
５
７
１
２
‐
５
１
０
１

　

evening50@
otagaisam

a.or.jp
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『災害ボランティアコーディネーター養成講座』オンラインで公開中

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
入
門
講
座

　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー(

Ｈ

Ｌ)
は
、障
が
い
者
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、難
病
、

依
存
症
、
外
国
人
な
ど
偏
見
や
誤
解
を

受
け
や
す
い
人
が
「
本
」
に
な
り
、
少

人
数
の
一
般
読
者
の
方
に
人
生
話
を
自

己
開
示
す
る
対
話
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
相

互
理
解
を
深
め
偏
見
を
低
減
す
る
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
国
内
各
地
や
世
界
中
で

実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
は
、

Ｈ
Ｌ
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
、

開
催
し
て
み
た
い
方
な
ど
を
対
象
に
し

た
入
門
講
座
で
す
。

●
日
時
／
11
月
22
日(

日)

14
時
～
16
時

●
場
所
／
世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

　
タ
ー

●
交
通
／
三
軒
茶
屋
駅
徒
歩
12
分

●
参
加
費
／
５
０
０
円(

資
料
代)

●
募
集
人
数
／
3
人
ま
で

●
申
込
み
／
氏
名
、
お
仕
事
、
住
所
、

　
連
絡
先
を
明
記
し
て
メ
ー
ル
で
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
事
前
申
込
制
）

●
問
合
せ
／
東
京
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ブ

　
ラ
リ
ー
協
会　
担
当　
坪
井

　
０
９
０
‐
４
７
５
１
‐
６
９
４
２

　
tsuboi912@

gm
ail.com

　
http://tokyo-hum

anlibrary.com

　
発
達
障
が
い
の
あ
る
方
が
、
家
に
い

な
が
ら
交
流
が
で
き
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン

カ
フ
ェ
」
の
企
画
・
運
営
に
か
か
わ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
め
ざ
す
講
座
で
す
。

講
座
で
は
、
発
達
障
が
い
の
と
ら
え
方

を
学
び
、
考
え
る
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン

初
心
者
で
も
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
も
丁
寧
に
お
教

え
し
ま
す
！

●
日
時
／
①
11
月
20
日
、②
11
月
27
日
、

　
③
12
月
4
日(

金)

13
時
半
～
15
時
半

●
場
所
／
①
は
玉
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ

　
ュ
ー
ロ
ー
、
②
③
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
ツ

　
ー
ル
「z

ズ
ー
ム

oom

」
を
使
用
し
て
実
施

●
交
通
／
二
子
玉
川
駅
徒
歩
5
分

●
参
加
費
／
５
０
０
円(

資
料
代)

●
定
員
／
12
人（
10
月
15
日
受
付
開
始
、

　
11
月
6
日
〆
切
）

●
申
込
み
／
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

　
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
件
名

　
を
『
発
達
講
座
申
込
み
』
と
し
、

　
①
氏
名
②
住
所
③
連
絡
先
④
年
齢

　
（
年
代
）
⑤
何
を
見
て
を
明
記

●
問
合
せ
／
玉
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ

　
ー
ロ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
３
７
０
７
‐
３
５
２
８

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
３
７
０
８
‐
３
０
５
８

　

tam
abora@

otagaisam
a.or.jp

大
人
の
発
達
障
が
い
の
あ
る
方
と
か
か
わ
る

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

（
全
３
回
）

ついに「災害ボランティアコ
ーディネーター養成講座『基
礎編』」がオンラインで受講
できるようになりました！
YouTube の「 せ た が や 災 害
ボランティアセンター公式チ
ャンネル」で検索して下さい。

「基礎編」以外の講座も今後
アップしていきますので、ぜ
ひチャンネル登録してくださ
いね！

せたがや災害ボランティアセンター

※画像はイメージにつき変更になる場合があります。
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世田谷ボランティア協会の活動●支援拠点

■アンケートにご回答いただいた団体のみなさ
ま、ご協力ありがとうございました。活動する
うえで悩んだ時にはいつでもご相談ください。
■夏のマスク着用もつらかったですが、これか
らの季節の換気は必要とはいえ厳しいものがあ
りますね。タイマー換気が新たな習慣に。（み）
■災害ボランティアコーディネーター養成講座
のオンライン動画の編集を担当しました。多く
の人が受講してコーディネーター登録をして下
さるとうれしいです。（こ）

編　

集　

後　

記

◆センター＆ビューローより
11/20 から「大人の発達障がいのある方とかかわるボランティア養成講座」がスタート。2 回目と 3 回目は
オンラインでやります。オンラインだから参加しやすいという方もいて、新しい出会いに期待しています。

■ケア相談センター結（ゆい）   〒154－0002 下馬3－22－13サザン三軒茶屋 2Ｆ TEL （5433）2830 FAX （6383）2156

●「市民が主役」のボランティア活動の拠点●

●いのちを大切にするところ「ふらっと」＆「with」です●

●でんわだから、はなせるネ！ 18さいまでのこどもせんようでんわ●

●くらしを紡ぎ、わかちあう「結」と「連」●

■世田谷ボランティアセンター	 〒154－0002	下馬2－20－14	 TEL （5712）5101	 FAX （3410）3811

■ケアセンター「ふらっと」    〒154－0002 下馬2－20－14         TEL （5712）5105 FAX （3410）3813

■せたがやチャイルドライン	 こどもせんようでんわ　TEL （3412）4747　0120-99-7777（フリーダイヤル）
　　　　　　　　　　　　＊事務局は世田谷ボランティアセンターにあります

■梅丘ボランティアビューロー	 〒154－0022	梅丘1－8－9	 TEL （3420）2520	 FAX （3706）2854
■代田ボランティアビューロー	 〒155－0033	代田2－20－6	 TEL （3419）4545	 FAX （3412）3210
■玉川ボランティアビューロー	 〒158－0094	玉川2－1－15	 TEL （3707）3528	 FAX （3708）3058

■ケアセンター「ｗｉｔｈ」    〒154－0002 下馬3－22－13サザン三軒茶屋 1Ｆ TEL （6805）4715 FAX （6805）4718

■ケアステーション連（れん）   〒154－0002 下馬3－22－13サザン三軒茶屋 2Ｆ TEL （6805）4716 FAX （6805）4718

◆ふらっと＆ with より
ずっと続くウイルスとの闘い。ほんの少しの時間、広い公園に出かけました。すっかり秋も深まっていた
ことに気づきます。この秋、ふらっと＆ with は正規職員を募集しています。詳細は事務所にご連絡を。

◆チャイルドラインより
オンライン公開講座は単発でもご参加いただけます。11/7「思春期の性・男子の性」、11/21「いじめと不登校～
経験者の立場から」（10 ページ参照）。子育て中の方も参加しやすい、オンラインで開催中。ぜひご参加ください♪

◆結 ・連より
介助を必要としている人がいます！世田谷を走り回っています。ヘルパー募集継続中です！

●障がいにともなう「困った！」を話せるところ●

■地域障害者相談支援センター ぽーとせたがや  〒154－0002 下馬3－22－13サザン三軒茶屋 2Ｆ TEL （6804）0405 

横山　康博

https://www.otagaisama.or.jp/

■砧ボランティアビューロー準備室 〒157－0066	成城6－3－10	 TEL （6411）4007	 FAX （6411）5888


